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令 和 7 年 12 月 4 日 

 九 州 地 方 整 備 局 

防災・減災対策等強化に 21 億円配分 

～令和 7 年度 第 3 回 防災・減災対策等強化事業推進費について～ 

「防災・減災対策等強化事業推進費」は、大雨による浸水被害等が発生した地域において再度

の被災を防止するために緊急的に実施する対策、交通インフラ（陸上交通、海上交通、航空交通）

において重大事故等が発生した場合の対策（安全性の向上）、用地の確保など事業の実施環境が

新たに整った事前防災対策などに、年度途中に機動的に配分し、防災・減災対策等を強化する予

算です。 

１． 九州地方整備局管内における配分状況 

（１）災害を受けた地域の再度災害防止対策

①洪水・浸水等対策（河川） 6 件、13.308 億円（国費） 

（２）災害が起きる前に被害を防止する事前防災対策

①洪水・浸水対策（河川） 2 件、5.012 億円（国費） 

②崖崩れ・法面崩壊等対策（砂防）  1 件、2.5 億円（国費）

③崖崩れ・法面崩壊等対策（道路）  1 件、0.59 億円（国費）

２．添付資料 

・配分箇所一覧表

・配分箇所図

・配分箇所の個票

国土交通本省において、「防災・減災対策等強化事業推進費」の令和 7 年度 

第 3 回配分が決定しました。【対象件数：29 件、配分額：45.25 億円（国費）】 

このうち、九州地方整備局管内では、10 件・21.41 億円（国費）の事業が対象

となります。 

【問合せ先】 

国土交通省九州地方整備局 

河川改修・砂防（直轄）関係 河川部 河川計画課長 嶋田
し ま だ

 剛士
た か と

 092-476-3523（内線 3611）

河川維持修繕（直轄）関係  河川部 河川管理課長 高島
たかしま

 恒善
つねよし

 092-476-3527（内線 3751）

河川（補助）関係 河川部 地域河川課長 目床
め と こ

 順司
じゅんじ

 092-476-3524（内線 3811）

道路維持管理（直轄）関係  道路部 道路管理課長 柴尾
し ば お

 照雄
あ き お

 092-476-3533（内線 4411）



【災害対策事業】

事業費
国費

（配分額）

１．洪水・浸水等対策

河川(直轄）

（3）
河川維持修繕
事業

遠賀川水系彦山川 国土交通省 福岡県 田川郡福智町市場地先 55,800 55,800

（4）
河川維持修繕
事業

筑後川水系筑後川 国土交通省 福岡県 朝倉市杷木志波地先 80,000 80,000

（5）
河川維持修繕
事業

川内川水系川内川 国土交通省 鹿児島県 薩摩川内市宮里町地先 153,000 153,000

（6） 河川改修事業 遠賀川水系犬鳴川 国土交通省 福岡県 宮若市宮田・金丸地先 412,000 412,000

（7） 河川改修事業
緑川水系緑川・
御船川

国土交通省 熊本県 熊本市南区城南地先外 620,000 620,000

河川(補助）

防災・安全交
付金事業

大淀川水系庄内川 鹿児島県 鹿児島県 曽於市財部町中谷地先

【事前防災対策事業】

事業費
国費

（配分額）

１．洪水・浸水対策

河川(直轄）

（21） 河川改修事業 遠賀川水系遠賀川 国土交通省 福岡県 直方市津田町地先外 451,200 451,200

（22） 河川改修事業 遠賀川水系笹尾川 国土交通省 福岡県 北九州市八幡西区野面地先 50,000 50,000

２．崖崩れ・法面崩壊等対策

砂防(直轄）

（23） 直轄砂防事業 阿蘇山 国土交通省 熊本県 阿蘇市的石地内 250,000 250,000

道路(直轄）

（26）
道路維持管理
事業

南九州西回り
自動車道

国土交通省 鹿児島県 阿久根市鶴川内地先 59,000 59,000

※防災・減災対策等強化事業推進費の予算概要については、国土交通省（本省）のホームページをご覧ください。

https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk9_000021.html

10,000
交付金計画名：鹿児島県全域における総合的な浸水対策と土砂災害対策の推進

（防災・安全）

［金額単位：千円］

種　別
事業

主体名
施行地

実施計画額

事業名

（11） 20,000

令和7年度 第3回 防災・減災対策等強化事業推進費 配分箇所一覧表
（九州地方整備局関係のみ抜粋）

［金額単位：千円］

種　別
事業

主体名
施行地

実施計画額

事業名
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遠賀川水系犬鳴川【直轄】

・事業費 ： ４１２百万円

・実施箇所： 福岡県宮若市宮田・金丸地先

おんががわすいけい いぬなきがわ

ふくおかけんみやわかしみやた かなまる

遠賀川水系笹尾川【直轄】

・事業費 ： ５０百万円

・実施箇所： 福岡県北九州市八幡西区野面地先

おんががわすいけい ささおがわ

ふくおかけん きたきゅうしゅうし やはたにしく のぶ

緑川水系緑川・御船川【直轄】

・事業費 ： ６２０百万円

・実施箇所： 熊本県熊本市南区城南地先

みどりかわすいけい みどりかわ みふねがわ

くまもとけん くまもとし みなみくじょうなん

遠賀川水系遠賀川【直轄】

・事業費 ： 約４５１百万円

・実施箇所： 福岡県直方市津田町地先外

おんががわすいけい おんががわ

ふくおかけん のおがたし つだまち

遠賀川水系彦山川【直轄】

・事業費 ： 約５６百万円

・実施箇所： 福岡県田川郡福智町市場地先

おんががわすいけい ひこさんがわ

ふくおかけんたがわぐん ふくちまち いちば

筑後川水系筑後川【直轄】

・事業費 ： ８０百万円

・実施箇所： 福岡県朝倉市杷木志波地先

ちくごがわすいけい ちくごがわ

ふくおかけん あさくらし はきしわ

川内川水川内川【直轄】

・事業費 ： １５３百万円

・実施箇所： 鹿児島県薩摩川内市宮里町地先

せんだいがわすいけい せんだいがわ

かごしまけん さつませんだいし みやざとちょう

大淀川水系庄内川【補助】

・事業費 ： ２０百万円

・実施箇所： 鹿児島県曽於市財部町中谷地先

おおよどがわすいけい しょうないがわ

かごしまけん そおし たからべちょう なかたに

阿蘇山（砂防）【直轄】

・事業費 ： ２５０百万円

・実施箇所： 熊本県阿蘇市的石地内

あそさん

くまもとけん あそし まといし

令和７年度 第３回 防災・減災対策等強化事業推進費 配分箇所図（河川・砂防事業）

件数事業種別対策種別区分

5河川（直轄）
洪水・浸水等対策災害対策

1河川（補助）

2河川（直轄）洪水・浸水対策事前防災
対策 1砂防（直轄）崖崩れ・法面崩壊等対策
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※令和７年4月1日時点
※未開通区間のＩＣ名は仮称

凡　　例

　高規格道路

開通済（４車線以上）

開通済（２車線）

事業中

一般国道 指定区間

令和７年度 第３回 防災・減災対策等強化事業推進費 配分箇所図（道路事業）

件数事業種別対策種別区分

1道路（直轄）崖崩れ・法面崩壊等対策
事前防災

対策

南九州西回り自動車道【直轄】
・事 業 費：５９百万円

・実施箇所：鹿児島県阿久根市鶴川内地先
あくねし つるがわうち
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事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和７年８月９日からの豪雨により、護岸の損傷が発生した。次期出水に

より護岸損傷が進行した場合、護岸が崩壊し堤防が決壊する恐れがある

ことから、推進費を活用して緊急的に護岸工及び根固工を実施し、地域

住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

福岡県田川郡福智町市場地先

55,800

（３） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（遠賀川水系彦山川）

タガワ フクチマチ イチバ

55,800

令和７年８月の豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止と
して、護岸工等を実施する。

オンガガワ ヒコサンガワ

【写真①】 【写真②】

←クラック発生

令和７年８月撮影（被災状況）

遠賀川
白川

大分県

宮崎県

熊本県

長崎県

鹿児島県

佐賀県

【位置図】 福岡県

【平面図】

凡 例

推進費施行箇所赤色

浸水想定範囲水色

浸水想定面積：106ha
浸水想定戸数：93戸

【断面図】

護岸工

根固工

クラック発生

クラック

【正面図】
護岸基礎部が洗掘に伴い、
護岸にクラック（L=20m）が発生

推進費施行区間 L=20m

令和７年８月撮影（被災状況）

（A-A’断面）
施行箇所

【全景】
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推進費施行区間 L=60m

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和７年８月10日からの豪雨により、低水護岸の損壊が発生した。次期

出水により護岸損壊が進行した場合、堤防が決壊する恐れがあることから、

推進費を活用して緊急的に護岸工及び根固工を実施し、地域住民の安全・

安心を確保する。

国土交通省

福岡県朝倉市杷木志波地先

80,000

（４） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（筑後川水系筑後川）

アサクラ ハキシワ

80,000

令和７年８月の豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止と
して、護岸工等を実施する。

チクゴガワ

【写真①】

【断面図】

施行箇所
施行箇所

三隈雨量観測所

筑後川

福岡県

筑後川

筑後川

推進費施行区間 L=60m

【全景】

【位置図】

【平面図】

筑後川

筑後川

【写真②】

（A-A’断面）

堤防

根固工

護岸工

基礎部の流失により、護岸が

最深河床高
（被災後）

1.5m

Ｄ.Ｈ.Ｗ.Ｌ.
旧護岸

被災前河床高

（被災状況） （被災状況）

筑後川

国道３８６号

推進費施行区間 L=60m
護岸工 L=60m
根固工 L=60m
仮設工 一式
測量設計費 一式

水色 浸水範囲

写真①

写真②

筑後川

浸水想定面積 2887ha
浸水戸数 2102戸
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宮里公園

○浸水想定エリア 99ｈa
○浸水戸数 187戸

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和７年８月７日からの豪雨により、護岸の損傷が発生した。次期出水に

より護岸損傷が進行した場合、堤防が決壊する恐れがあることから、

推進費を活用して緊急的に護岸工及び根固工を実施し、地域住民の安全・

安心を確保する。

国土交通省

鹿児島県薩摩川内市宮里町地先

153,000

（５） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川維持修繕事業（川内川水系川内川）

サツマセンダイ ミヤザトチョウ

153,000

令和７年８月の豪雨により被害を受けた箇所に対し、再度災害防止と
して、護岸工等を実施する。

センダイガワ

【断面図】【位置図】

川内雨量観測所

川内川施行箇所

施行箇所

鹿児島県

【平面図】

根固工の流出

護岸

根固ブロック（上部に捨石）

根固工の流出

根固（巨石）

推進費施行区間 L=300m
護岸工 L=50m
根固工 L=300ｍ
測量設計 一式

Ａ’

Ａ

（根固工被災状況：上流側）

クラック

護岸

【写真①】

（護岸被災状況）

（A-A’断面）

根固工

河床洗掘

鋼矢板基礎

護岸工

根固工

（B-B’断面）

B

B’

【写真②】 【写真③】

（根固工被災状況：下流側）
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事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和７年８月９日からの豪雨により、遠賀川水系犬鳴川の流域内で浸水

被害が発生した。次期出水により同様の浸水被害が発生する恐れがある

ことから、推進費を活用して緊急的に河道掘削工等を実施し、地域住民の

安全・安心を確保する。

国土交通省

福岡県宮若市宮田・金丸地先

412,000

（６） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川改修事業（遠賀川水系犬鳴川）

ミヤワカ ミヤタ カナマル

412,000

令和７年８月の豪雨により浸水被害が発生したことから、再度災害防止
として、河道掘削工等を実施する。

オンガガワ イヌナキガワ

【写真①】

【位置図】

【平面図】

福岡県 【断面図】

令和７年８月10日撮影※CCTVカメラ映像 令和７年８月12日撮影

【写真②】

（A-A’断面）

推進費施行区間 L=1,800m
河道掘削工 V=24千m3

護床工 A=3千m2

：R7.8浸水範囲

浸水範囲（令和７年８月出水）
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事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和７年８月10日からの豪雨により、緑川水系緑川及び御船川の流域

内で浸水被害が発生した。次期出水により同様の浸水被害が発生する

恐れがあることから、推進費を活用して緊急的に河道掘削工等を実施し、

地域住民の安全・安心を確保する。

国土交通省

熊本県熊本市南区城南地先外

620,000

（７） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

河川改修事業（緑川水系緑川・御船川）

クマモト ミナミ ジョウナン

620,000

令和７年８月の豪雨により浸水被害が発生した箇所に対して、再度災害
防止として、河道掘削工等を実施する。

ミドリカワ ミフネガワ

【位置図】 【断面図】熊本県

【写真①】

令和７年８月撮影（被害状況） 令和７年８月撮影（被害状況）

【写真②】

【平面図】

（A-A’断面）

施行箇所

【施行箇所】

：R7.8浸水範囲
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施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

令和７年８月７日からの豪雨により、大淀川水系庄内川の流域内で浸水

被害が発生した。次期出水により同様の浸水被害が発生する恐れがある

ことから、推進費を活用して緊急的に築堤工を実施し、地域住民の安全・安

心を確保する。

鹿児島県

鹿児島県曽於市財部町中谷地先

20,000

（11） 防災・減災対策等強化事業推進費（災害対策）

防災・安全交付金事業（大淀川水系庄内川）

ソオ タカラベチョウナカタニ

10,000

令和７年８月の豪雨により浸水被害が発生した箇所に対し、再度災害
防止として、築堤工を実施する。

オオヨドガワ ショウナイガワ

【断面図】

【写真①】

令和７年８月８日撮影（被害状況） 令和７年８月

【平面図】

庄内川 左岸越水
左岸堤内地 浸水状況

【写真②】

令和７年８月８日撮影（被害状況）

出典：国土地理院ウェブサイト（地理院地図を加工して作成）

施行箇所 施行箇所

正部観測所

【位置図】 鹿児島県
（A-A’断面）

事 業 名

交付金計画名 鹿児島県全域における総合的な浸水対策と土砂災害対策の推進
（防災・安全）

推進費施行箇所

当年度施行箇所

R7.8浸水範囲（約7ha）
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事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

遠賀川水系遠賀川では、「遠賀川水系河川整備計画」に基づき、洪水氾

濫等の対策として築堤工等の事業を実施している。

今年度に入り関係者との合意形成が図られたことから、推進費を活用して

築堤工を実施することで、地域の安全・安心を早期に確保する。

国土交通省

福岡県直方市津田町地先外

451,200

河川改修事業（遠賀川水系遠賀川）

ノオガタ ツダマチ

451,200

築堤工を実施し、洪水による浸水リスクを低減させる。

【位置図】 【断面図】

（21） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）
オンガガワ

【平面図】

福岡県 （A-A’断面）
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事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

遠賀川水系笹尾川では、「遠賀川水系河川整備計画」に基づき、洪水氾

濫等の対策として河道掘削工等の事業を実施している。

今年度に入り令和７年８月の出水で土砂が堆積し、計画高水位を超過

したことから、推進費を活用して河道掘削工を実施することで、地域の安全・

安心を早期に確保する。

国土交通省

福岡県北九州市八幡西区野面地先

50,000

河川改修事業（遠賀川水系笹尾川）

キタキュウシュウ ヤハタニシ ノブ

50,000

河道掘削工を実施し、洪水による浸水リスクを軽減させる。

【位置図】 【断面図】

（22） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）
オンガガワ ササオガワ

【平面図】

▼被災水位

▲対策後水位

河道掘削工
V=5千m3

H.W.L

【写真①】

令和７年８月撮影※CCTVカメラ映像より

【写真②】

令和７年８月撮影（H.W.L.超過状況）

笹
尾
川

（A-A’断面)福岡県
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施行箇所熊本県

取水管
（埋設）

付替後
取水管
（埋設）

付替後

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

阿蘇山では、「阿蘇地域砂防基本計画書（案）」に基づき、土砂洪水氾濫

等の対策として砂防堰堤工等の整備を実施している。

今年度に入り関係者との合意形成が図られたことから、推進費を活用して

砂防堰堤工を実施することで、地域の安全・安心を早期に確保する。

国土交通省

熊本県阿蘇市的石地内

250,000

直轄砂防事業（阿蘇山）

アソ マトイシ

250,000

砂防堰堤工を実施し、土砂災害による被害を軽減させる。

【位置図】 【断面図】

（23） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）
アソサン

【写真①】 【写真②】

推進費施行区間
・砂防堰堤工（本堤）N=1基

令和７年６月撮影（施行箇所） 令和７年６月撮影（施行箇所）

（A-A’断面）

【平面図】
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敷 外 盛 土

4
5

S P . 4

7 3 k 0 0 0

7 3 k 0 0 0

L 5 7 6
L 5 7 7

L 5 7 8

L 5 7 9
L 5 8 0

L 5 8 1

L 5 8 2

L 5 8 3
L 5 8 4

L 5 8 5 L 5 8 6
L 5 8 7

R 5 3 6

R 5 3 7

R 5 3 8

R 5 3 9

R 5 4 0

R 5 4 1

R 5 4 2

R 5 4 3

R 5 4 4

R 5 4 5

R 5 4 6

R 5 4 7
R 5 4 8

7 3 k 0 0 0

L 58 1- 1

7 7 1 - 1 5

7 7 1 - 4

7 5 1 - 4

7 7 1 - 2

7 7 4 - 1

基13 -N o . 4

基 13 -N o .5

7 3 k 0 0 0

L 5 8 7 L 5 8 8 L 5 8 9

L 5 9 0
L 5 9 1

R 5 4 9

R 5 5 0

R 5 5 1 R 5 5 2

R 549 - 1

R54 9 - 2

7 7 1 - 4

基13-N o .6

48.

CO

CO土のう

土のう

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（千円） （千円）

南九州西回り自動車道においては、「社会資本整備重点計画（第五次

計画）」に基づき、道路法面や盛土の土砂災害防止対策を実施している。

令和７年８月の降雨により法面の変状が確認され、今後の降雨により

大規模な法面崩壊のおそれがあることから、推進費を活用して事前に

対策工を実施し、通行者の安全・安心を早期に確保する。

国土交通省

鹿児島県阿久根市鶴川内地先

59,000

道路維持管理事業（南九州西回り自動車道）

アクネ ツルガワウチ

59,000

吹付法枠工等を実施し、通行者の安全・安心を早期に確保する。

【位置図】 【断面図】

（26） 防災・減災対策等強化事業推進費（事前防災対策）

施行箇所

市道
A－A’

写真③
写真④

至 阿久根市
(阿久根IC)

至 出水市
(阿久根北IC)

推進費施行区間 L=35m

吹付法枠工A=323m2

写真②

写真①

仮設工 一式

浸食及び亀裂

法面工 一式

クラック

【平面図】

推進費施行区間

南九州西回り自動車道

至 出水市
(阿久根北IC)

至 阿久根市
(阿久根IC)

【写真①】

←クラック

【写真②】

【写真③】

【写真④】

鹿児島県
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